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2008 年（平成 20 年）5 月 15 日 

株式会社テイン株式会社テイン株式会社テイン株式会社テイン    

平成平成平成平成 20202020 年年年年３３３３月期決算参考資料月期決算参考資料月期決算参考資料月期決算参考資料    
 

１．連結業績の推移１．連結業績の推移１．連結業績の推移１．連結業績の推移    

連結業績連結業績連結業績連結業績                                   （単位：百万円） 

 
平成 19 年 3 月期 

実績 
平成 20 年 3 月期 

実績 
前同比 

平成 21 年 3 月期 
通期予算 

売上高 5,377 5,212 △3.1％ 5,318 
売上総利益 2,508 2,558 2.0％ 2,557 
（売上総利益率） （46.7％） （49.1％） － （48.1％） 
（販売管理費率） （35.1％） （37.9％） － （41.1％） 
営業利益 626 583 △6.8％ 373 
（営業利益率） （11.6％） （11.2％） － （7.0％） 
経常利益 716 538 △24.9％ 364 
当期純利益 427 261 △38.9％ 202 

 

地域別売上高地域別売上高地域別売上高地域別売上高    連結連結連結連結                              （単位：百万円） 

 
平成 19 年 3 月期 

実績 
平成 20 年 3 月期 

実績 
前同比 

平成 21 年 3 月期 
通期予算 

国内 3,107 2,849 △8.3％ 2,961 
北米 1,284 1,199 △6.6％ 1,127 
アジア・オセアニア 669 809 20.8％ 900 
欧州 316 354 12.2％ 328 
計 5,377 5,212 △3.1％ 5,318 

（注）上記区分に属する主な国 ・北米：アメリカ、カナダ 

               ・アジア・オセアニア：台湾、香港、オーストラリア 

               ・欧州：イギリス 

 

研究開発費・設備投資研究開発費・設備投資研究開発費・設備投資研究開発費・設備投資                                                                                                                    （単位：百万円）    

 
平成 19 年 3 月期 

実績 
平成 20 年 3 月期 

実績 
前同比 

平成 21 年 3 月期 
通期予算 

研究開発費 414 455 10.0％ 505 
設備投資額 165 105 △36.4％ 227 
減価償却実施額 131 145 11.1％ 166 

 

その他その他その他その他    

 
平成 19 年 3 月期 

実績 
平成 20 年 3 月期 

実績 
前同比 

平成 21 年 3 月期 
通期予算 

為替ﾚｰﾄ（１ＵＳ＄） 117.00 円（平均） 114.29 円（平均） － 98.00 円（期末） 
為替ﾚｰﾄ（１£） 221.52 円（平均） 229.46 円（平均） － 191.00 円（期末） 
従業員数（期末） 154 名 163 名 5.8％ － 
臨時従業員数（平均） 116 名 107 名 △7.8％ － 
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２．連結業績の概要２．連結業績の概要２．連結業績の概要２．連結業績の概要    

前年同期比で売上高が 3.1％減収、営業利益で 6.8％減益、経常利益で 24.9％減益、当期純利益で 38.9％

減益となりました。なお、決算短信等と合わせてご参照ください。 

  ① 売上高について 

 前年同期比 3.1％の減収。 

その主な要因としては、アジア・オセアニア地域や欧州地域では、技術サポートなどの各種のアフ

ターサービス網の拡大やプロモーション活動の強化、また自動車ショー等のイベントへの出展による

ブランド浸透の効果などによって、引き続き好調に推移いたしました。他方、売上構成比率の高い国

内では、カー用品市場の低迷により国内売上が低調に推移したことと合わせて、北米地域においては、

年央からのサブプライム問題に伴なう消費需要低下の影響を受けた結果、前期と比較して 3.1％の減

収となりました。 

  ② 売上総利益率について 

前年同期比 2.4 ポイントの増加。 

工場操業度の改善による原価低減と、利益率の比較的高い製品の販売構成比が増加したことによる

ものであります。 

  ③ 営業利益率について 

前年同期比 0.4 ポイントの減少。 

その主な要因は、人員ならびに研究開発費の増加によるものであります。 

  ④ 為替の影響 

 当期は円高ドル安により、為替差損 69 百万円を営業外費用に計上しております。 

  ⑤ その他 

 当期は、今後における当社製品の自主回収に伴なう費用の見積り額として、32 百万円を特別損失に

計上しております。 

 

【注意事項】 

 本資料は発表済の決算内容や業績予想について説明するものであり、今後の業績は前提の変化により予想

と異なる可能性があります。 

                                お問合せ先 

株式会社テイン 管理課（ＩＲ担当） 

                                ＴＥＬ ０４５（８１０）５５１１ 


